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Ⅴ．特記事項 

1）経済学部ゼミナール協議会 

経済学部ゼミナール協議会では、毎年 11 月から 12 月に経済学科のゼミナールが参加

する形でゼミナール大会が行われ、各ゼミナールから出場する 1 つもしくは複数の研究

チームによる研究発表が行われる。この研究発表は、2 週にわたって開催され、第 1 週

は応募したすべてのチームが発表する予選会、第 2 週は予選を勝ち抜いた決勝大会とな

っている。発表会では、教員や学生（前年度受賞チームの学生）による学術上・社会的

意義、発表方法などに関する審査が行われ、上位チームが受賞する形式である。また、

学内の予選を勝ち抜いた複数のゼミナールが北海道・東北大会本戦に出場し、上位入賞

などの顕著な成績を収めている。このように、ゼミナール協議会は、これらの研究発表

のすべてを運営しており、経済学部の研究活動の運営スタッフとして活動する学生主体

の団体である。このような経験は、学生たちの人格形成に重要な役割を果たしている。

【資料 特 1】 

2）株式会社さくら 

法律学科では、「企業法務演習Ⅰ～Ⅳ」のなかで実際の株式会社さくらを設立してい

る。同社では学生が株主となり、会社役員として事業内容である古書販売を実習形式で

行うほか、株主総会や取締役会の招集・開催等を通じて、会社法の理解はもとより、社

会人としての必要なスキルと即戦力の修得を目指している。特徴の１つは、学生による

会社の設立・運営に関わる法的知識を修得する点である。会社定款に対する公証人の認

証取得や法務局への登記などの手続きを学生が自ら行うことで、実践的な学びの場とし

ている。第 2 は、学生が取締役として会社経営を行うことによって、「協働」の精神の

下に自ら考え、責任感を持って会社経営を経験できるようにしている。第 3 は、Amazon

社のサービスを活用した古書販売を通じて、IT ビジネスを体験する点にある。インター

ネットサイトを通じて全国から古書の注文が届くことを体験することで、消費地と離れ

た地方においても e コマースが大きな可能性を持つことを学生は理解することになる。

【資料 特 2】 

3）ノースアジアツーリスト 

国際学科では、平成 21 年に模擬旅行会社「ノースアジアツーリスト」を創設して以

来、「ツーリズム実習」のなかで海外・国内旅行を企画・実施してきた。平成 24 年度に

は、本学と観光連携協定を結んでいる市町村の観光資源を組み込んだモニターツアーを

造成し、韓国の慶煕大学校の学生に参加を呼びかけ、本学学生の添乗によるインバウン

ド観光を実現させた。その後も、新しい体験型の旅行を造成し、韓国や台湾へのツアー

を実現した。平成 26 年度からは、非営利組織である「秋田の旅人友の会」を立ち上げ、

着地型企画旅行を造成し、地域住民と秋田県内の旅行を実施した。また、コロナ禍で外

出制限がかかる中で、どのように旅行を実現するべきかを学生が自ら考え、マイクロツ

ーリズムを実現させていく。これらの実施にあたっては上級生が下級生を指導する方式

を採用し、学生のリーダーシップや主体性を醸成できるように取り組ませている。その

結果、社長を経験した学生は、JTB や JR 東日本といった観光産業への就職を実現させ

ている。【資料 特 3】 

  


